
福音小学校構内遺跡２次調査
　発掘調査場所 ： 松山市福音寺町３５５番１の一部
　発掘調査面積 ： 42.25㎡
　現場作業期間 ： 平成27年6月27日（土）～同年7月10日（金）

１．遺跡の立地・環境　
　調査地は、川附川、堀越川、小野川などの大小河川に囲まれた標高
31mの微高地上に立地します。福音小学校の開校に先立ち平成元年
に発掘調査を行い、弥生時代後期から中世までの大規模な集落跡が発
見されました。竪穴建物跡131棟や掘立柱建物跡114棟のほか、溝状
遺構、井戸、土坑、柱穴、墓、道路遺構などが検出され、遺物は弥生土器、
土師器、須恵器、石製品、鉄製品などが多数出土しました。
　注目されるものには‘竜’が線刻された弥生時代後期の壺や鉄製の
鋤先、古墳時代後期の子持勾玉（蛇紋岩系製品）などがあります。

２．今回の調査で検出した遺構
　地表面下約1.5ｍ付近で、弥生時代から古墳時代の遺構を
検出しました。
　・ 竪穴建物１棟、溝１条、柱穴９基

３．出土した遺物
  　弥生土器（甕・壺） ： 弥生時代後期
　土師器（高坏・壺） ：古墳時代後期
　須恵器（坏身）     ：古墳時代後期
　
４．わかったこと
　今回の調査において、弥生時代から古墳時代の集落が存在していることが分かりました。
　竪穴建物のほとんどは調査区外に広がっており、建物の北西角部だけを検出しました。この建物
跡は後世の削平を受け床面だけしか見つかりませんでしたが、平面形が隅丸方形で建物を支える主
柱穴１本が見つかりました。また、この建物の壁には土留めのために杭状のものを巡らしていた痕跡
が確認出来ました。そのほか、柱穴の中には柱痕跡が確認できるものもあり、調査区外に展開する掘
立柱建物が存在していたことが窺えます。
　今回の調査で、１次調査で確認された集落構造を補足する資料を得ることが出来ました。

写真１　遺構検出状況（西より） 写真２　調査風景（東より） 写真３　柱穴から出土した土器（北東より）

写真５　遺構完掘状況（南より）

〔用語解説〕
　・遺構（いこう）　住居や溝・土坑などの不動産的な人々の活動の跡。
　・遺物（いぶつ）　土器・石器など過去の人々が残した動産的なもの。
　・遺跡（いせき）　遺構や遺物が見つかる場所。

< 遺構名称>
　・溝（みぞ）　　　水などを流す目的で、地面などを線状に掘ったもの。
　・竪穴建物（たてあなたてもの） 穴を掘って、その底に床をつくり、柱を立てて屋根を葺いた建物です。
　・柱穴（ちゅうけつ） 柱を建てるために掘られた穴。

< 遺物名称>
　・弥生土器（やよいどき）  色調は赤褐色などで、摂氏600 ～ 900℃で焼かれた素焼きの土器で、弥生時代に使われた。
　・土師器（はじき）　　　弥生土器の流れをくみ、古墳時代から江戸時代まで使われた赤褐色の素焼きの土器。　
　・須恵器（すえき）　　　　青灰色の硬く焼き締まった土器で、古墳時代の中頃に朝鮮半島から伝わった焼き物。　
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写真４　半掘した柱穴（北より）

写真６　１次調査の遺物展示（土器に触れる：昼休み）
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